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自主防災組織防災活動用資機材交付の手引き 

 

１ 姫路市自主防災組織防災資機材交付事業 

  この事業は、防災資機材を交付することで、自主防災組織の行う防災活動を支援

する事業です。 

  この資料を参考に、防災資機材を申請していただくとともに、交付した資機材を

活用して、地域防災力の向上に効果がある自主防災訓練を促進されるようお願いし

ます。 

⑴ 事業内容 

 詳細説明 

交付先 地区連合自主防災会 

交付資機材 

消火器、バケツ、ヘルメット等、市が定める資機材の中から、自

主防災組織が希望するもの（交付資機材の総額は、交付限度額内

とします。）。 

交付限度額 
地区連合自主防災会を構成する自主防災組織の世帯の数を合算

した数の区分に応じ決定しています。 

⑵ 提出書類 

  防災資機材交付申請書（様式第 1号） 

⑶ 申請手続の流れ 

手続き 時 期 

申請（防災資機材交付申請書等の提出） ９月３０日（水）まで 

交付決定通知 １１月上旬頃 

防災資機材の交付 令和９年１月下旬以降 

受領書提出 交付時 

⑷ 注意事項 

交付された防災資機材の管理、修理、消耗品の補充、廃棄及び再購入は、自主

防災組織で行ってください。 
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２ 地区連合自主防災訓練の企画について 

  自主防災訓練を企画する際には、次の資料をご活用ください。 

⑴ スケジュールの立て方（いつ頃、どんなことに取り組むかなど）の紹介 

   訓練を企画してみよう（Ｐ３を参照） 

 ⑵ 訓練の紹介 

① 自主防災組織の災害対応手引き（市ホームページに掲載） 

    （https://www.city.himeji.lg.jp/anzen/0000004383.html） 

  ② 市ホームページ 

   ア 「自分たちの地域は自分たちで守る！」自主防災訓練を実施しましょう 

     訓練の方法などを紹介しています。 

   イ YouTube ひめじ動画チャンネル 

     段ボールベッドの組み立て方などを動画で紹介しています。 

   ウ 地区防災訓練モデル事業 

     令和２年度に高浜地区で実施した訓練の資料を掲載しています。 

   エ 自主防災組織への支援 

     自主防災組織の活動に対して実施している、各種支援を掲載しています。 

 ⑶ 助成金や資機材の貸出などの情報 

   市ホームページ（自主防災組織への支援） 

    ・ひょうご安全の日推進事業助成制度（兵庫県） 

    ・訓練用資機材の貸出 

    ・命のパスポートなどの資料 

 

３ 問合せ先 

   姫路市危機管理室 自主防災担当 

    〒670-0940 姫路市三左衛門堀西の町３番地 

    ☎ 079-223-9599 / Fax 079-223-9541 

    E-mail jisyubousai@city.himeji.lg.jp 
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STEP１ 
 日時を決める 

STEP２ 

 災害の想定を決める 

・ 地震 ・ 津波 ・ 洪水 

・ 土砂災害   等 

STEP３ 

 避難する場所を決める 

・ 指定緊急避難場所（避難所） 

・ 津波避難ビル 

・ 一時避難場所 

・ 地域公民館や公園   等 

STEP４ 

 詳細な内容を企画する 

・ 参加人数は？ 

・ 準備する物は？ 

・ 避難訓練と一緒に他の訓練も実施 

・ 防災無線を使用したい       等 

STEP５ 
 

   訓 練 実 施 

避難訓練以外にも 

〔各種訓練の相談〕 

〔防災訓練資機材の貸し

出し〕 

 

受け付けます！ 

≪ 問い合わせは ≫ 

・政策局 危機管理室 

０７９－２２３－９５９９ 

又は地区を所管する 

消防署予防担当 

 

・姫路東消防署 

０７９－２８８－０１１９ 

・姫路西消防署 

０７９－２９４－０１１９ 

・飾磨消防署 

０７９－２３３－０１１９ 

・網干消防署 

０７９－２７３－０１１９ 

・中播消防署 

０７９０―２３－０１１９ 



 

 

 

 

 

 

 

          〔 モデル例 〕 

 

     ９：００～９：１０ 

       ≪訓練開始の合図（情報伝達訓練）≫ 

       ・ 電話による連絡網 

・ 防災無線の放送 

 

 

     ９：１０～９：４０ 

       ≪避難スタート（避難訓練）≫ 

       ・ 自宅から直接避難場所へ 

           あるいは 

       ・ 地域の集合場所に集まり、全員で避難ルートを確認しながら避難場所へ 

        ※ 国道２５０号以南は、津波避難ビル（場所）の確認も行いましょう 

 

     ９：４０～１０：２０ 

      ≪避難場所へ到着（別訓練も実施）≫ 

       ※ 写真撮影をし、記録を残しておきましょう！ 

       ・炊き出し訓練 ・給水訓練   ・煙体験 

       ・消火訓練   ・救急講習   ・搬送訓練  等 

 

     １０：２０～１０：３０ 

      ≪訓練の反省・検討 → 次回の訓練等に生かそう！≫ 

       ※ 議事録等を作成し、記録を残しておこう 

        ・避難にかかった時間 

        ・避難に使ったルート 

        ・避難時の課題 
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よくある質問（Ｑ＆Ａ） 

 

１ 申請関係 

Ｑ１ 防災資機材交付の申請は、どの様な書類が必要か？ 

 Ａ１ 防災資機材交付申請書を「郵送」または「ＦＡＸ」で危機管理室に送付いただくか、姫

路市オンライン手続ポータブルサイトから申請をいただいても結構です。 

 

Ｑ２ 単位自主防災会（単位自治会）への分配はどうしたらいいのか？ 

 Ａ２ 例えば、単位自治会自主防災会ごとに均等でも構いませんし、世帯数ごとに交付限度

額を按分する、年度ごとに申請地区を決めて順番に回すなどしていただいても結構です

（単価の高い資機材を希望する場合）。地域の実情に応じて、取りまとめをお願いしま

す。 

 

Ｑ３ 地区連合防災会での防災訓練実施の可否で交付限度額がかわるのか？ 

 Ａ３ 防災訓練の実施如何によって、地区連合防災会への交付限度額に差異はありません。 

    しかしながら、住民一人ひとりが自分の身の安全を守るためにも、防災に対する意識を

高め、正しい知識や行動を身に着け、「自分たちのまちは自分たちで守る」というスローガ

ンに基づき、自助・共助の意識を醸成することが必要です。そのためにも、地区連合防災

会等が主体となった防災訓練の実施は重要となります。 

 

 

２ 訓練の企画 

 Ｑ１ 交付された資機材を活用して訓練を企画したいが、参考になる資料が知りたい。 

 Ａ１ 本手引きに掲載している交付資機材訓練活用事例のほか、別冊の自主防災組織の災害対

応の手引きや市ホームページをご参照ください。 

   (1) 自主防災組織の災害対応手引き 

     主な防災訓練メニュー 

   (2) 市ホームページ 

    ・「自分たちの地域は自分たちで守る！」自主防災訓練を実施しましょう 

           （ ← 避難・誘導訓練や救出・救助訓練など訓練方法を掲載） 

    ・YouTube ひめじ動画チャンネル （ ← 例：段ボールベッドの組立方など） 

    ・地区防災訓練モデル事業 

    ・自主防災組織への支援 
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 Ｑ２ 資機材を活用した訓練を行いたいが、支援制度や助成金等について知りたい。また、

訓練のノウハウがないので支援して頂きたい。 

 Ａ２ 市政出前講座や県のひょうご安全の日推進事業助成事業（市ホームページ参照）。事前

に、危機管理室や所管消防署にご相談ください。 

   (1) 人的・物的支援 

    ① 防災出前講座（ステップ１：座学、ステップ２：資機材取扱訓練、ステップ３：

避難所運営ゲームＨＵＧ等の図上演習）による研修 

    ② 資機材等の貸出について 

   (2) 助成金 

     兵庫県 ひょうご安全の日推進事業助成事業 

   

 

３ その他 

 Ｑ１ 単価の高い資機材を希望するが、単位自治会の世帯数ごとで按分するので、入手で

きない。何か別の方法はないか。 

 Ａ１ 地区連合自主防災会内で調整したうえで、例えば、年度ごとに申請する地区を決めて順

番に回していくなど、地域の実情に応じて、ご検討をお願いします。 

 

Ｑ２ 防災訓練を実施する場合の相談窓口はあるか？ 

 Ａ２ 危機管理室（223-9599）、または所管する消防署にご相談ください。 

 

Ｑ３ 学校等の避難所に配布している避難所資機材を訓練に活用することは可能か。 

Ａ３ 災害に備え、平時から訓練で活用することは可能です。使用後は、元の場所に戻すよう

にお願いします。ただし、段ボール製品は、開封すると湿気などで傷むので、実災害時以

外には開封しないでください。なお、訓練用資機材の貸出を行っていますので、危機管理

室（223-9599）、または所管する消防署にご相談ください。 
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姫路市自主防災組織防災資機材交付要綱 

 

                                      制定 平成 ９年 ５月  ７日 

                      改正 平成１０年 ５月  ８日 

                      改正 平成１９年 ８月１０日 

改正 平成２８年 ４月 １日 

改正 平成２８年 ６月２２日 

改正 令和 ３年 ３月２９日 

改正 令和 ７年 ６月 １日 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、自主防災組織の行う防災活動を支援するために、市が予算

の範囲内において行う防災資機材の交付について必要な事項を定めるものとす

る。 

 （定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定める

ところによる。 

⑴ 自主防災組織 災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第５条第２

項に規定する住民の隣保協同の精神に基づく自発的な防災組織をいう。 

⑵ 地区連合自主防災会 自主防災組織結成届出書が所轄消防署長に提出され

た自主防災組織を会員として組織する団体をいう。 

 （交付対象） 

第３条 防災資機材は、地区連合自主防災会に対して交付するものとする。 

２ 前項の規定により防災資機材の交付決定を受けた地区連合自主防災会内に新

たに自主防災組織が結成された場合は、その増加分についてのみ、追加交付す

るものとする。 

  （防災資機材） 

第４条 交付の対象となる防災資機材は、次に揚げる器材であって、地区連合自

主防災会及び地区連合自主防災会に属する自主防災組織の活動において必要で

あるものとする。 

⑴ 防災活動の用に供する指揮活動用器材、防護用器材、避難誘導用器材、搬送

用器材、消火活動用器材、救助活動用器材、救護活動用器材その他器材 

⑵ 避難所運営の用に供する受付用器材、居住空間用器材、非常食等その他器 

材 

⑶ 訓練及び啓発の用に供する訓練用器材及び啓発用器材 

２ 前項各号に掲げる防災資機材の品名及び価格は、危機管理室長が別に定める。 
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 （交付限度額） 

第５条 防災資機材の交付限度額は、地区連合自主防災会ごとに、別表に定める

当該地区連合自主防災会を構成する自主防災組織の世帯の数を合算した数の区

分に応じ、同表に定める額とする。 

２ 第３条第２項の場合において、防災資機材の追加交付の限度額は、新たに結

成された自主防災組織の世帯の数に８００円を乗じて得た額（その額に１，０

００円未満の端数があるときは、これを切り上げるものとする。）とする。 

  （交付申請） 

第６条 防災資機材の交付を受けようとする地区連合自主防災会は、当該地区連

合自主防災会に属する自主防災組織の活動において必要となる防災資機材を取

りまとめ、防災資機材交付申請書（様式第１号。以下「申請書」という。）を市

長に提出しなければならない。 

２ 前項の申請書は、別に定める期日までに提出しなければならない。 

  （交付決定） 

第７条 市長は、申請書を受理したときは、速やかに内容を審査し、交付の可否を

決定するものとする。 

２ 市長は、前項の規定により交付の可否を決定したときは、速やかにその旨を

防災資機材交付可否決定書兼交付通知書（様式第２号）により申請をした地区

連合自主防災会に通知するものとする。 

  （交付） 

第８条 市長は、防災資機材を交付することと決定した地区連合自主防災会に対

し、防災資機材を交付するものとする。この場合において、防災資機材の交付を

受けた地区連合自主防災会は、防災資機材受領書（様式第３号）を提出するもの

とする。 

  （防災資機材の管理） 

第９条 交付を受けた防災資機材は、自主防災組織が管理するものとし、資機材

の修理、電池等の消耗品の補充及び紛失に伴う再購入は、自主防災組織の負担

において行うものとする。 

  （雑則） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、危機管理担当理事が別

に定める。 

      附  則 

１ この要綱は、平成１０年４月１日から施行する。 

２ この要綱による改正前の姫路市自主防災組織防災資機材交付要綱の規定によ

り自主防災組織に交付された防災資機材は、改正後の姫路市自主防災組織防災

資機材交付要綱の規定により当該自主防災組織によって構成される地区連合自
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主防災会に交付されたものとみなす。 

     附  則 

１ この要綱は、平成１９年８月１日から施行する。 

２ この要綱による改正後の第２条並びに第３条第２項及び第３項の規定は、こ

の要綱の施行の日以後に申請のあった防災資機材の交付について適用し、同日

前に申請のあった防災資機材の交付については、なお従前の例による。 

附  則 

１ この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ この要綱による改正後の第３条第２項及び第３項の規定は、この要綱の施行

の日以後に申請のあった防災資機材の交付について適用し、同日前に申請のあ

った防災資機材の交付については、なお従前の例による。 

附  則 

１ この要綱は、平成２８年７月１日から施行する。 

２ この要綱による改正後の第３条第２項及び第３項の規定は、この要綱の施行

の日以後に申請のあった防災資機材の交付について適用し、同日前に申請のあ

った防災資機材の交付については、なお従前の例による。 

附  則 

 この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附  則 

 この要綱は、令和７年６月１日から施行する。 

 

別表（第５条関係） 

世帯数（世帯） 交付限度額（円） 

                  ４９９以下   ６０，０００  

   ５００から  ９９９まで ７２，０００  

１，０００から１，４９９まで ８４，０００  

１，５００から１，９９９まで ９６，０００  

２，０００から２，４９９まで １０８，０００  

２，５００から２，９９９まで １２０，０００  

３，０００から３，４９９まで １３２，０００  

３，５００から３，９９９まで １４４，０００  

４，０００から４，４９９まで １５６，０００  

４，５００から４，９９９まで １６８，０００  

５，０００から５，４９９まで １８０，０００  

５，５００以上 １９２，０００  
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様式第１号（第６条関係） 

防災資機材交付申請書 

   令和８年（2026 年）〇〇月〇〇日 

（宛先）姫路市長    

 

申請人 

                         組織名  ○○○地区連合自主防災会   

代表者名 会長  ○○ ○○       

 交付限度額 

地区名 交付限度額 

 円  

 

次のとおり   年度の防災資機材の申請をします。 

番号 品   名 単 価 数 量 金 額 備 考 

1－1 腕章（会長） ４，４００円  円  

1－2 腕章（隊長） ４，４００円  円  

1－3 腕章（副隊長） ４，４００円  円  

1－4 腕章（班長） ４，４００円  円  

2－1 ビブス（青色） ２，６００円  円  

2－2 ビブス（赤色） ２，６００円   円  

2－3 ビブス（黄色） ２，６００円  円  

2－4 ビブス（緑色） ２，６００円  円  

2－5 ビブス（橙色） ２，６００円  円  

３ テント（天幕一体型） ５５，０００円  円  

４ テント（天幕分離型） ７９，２００円  円  

５ プラスティックメガホン １,５００円  円  

６ トランジスターメガホン １７,４００円  円  

小     計   ０円  
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記入例 

地区連合自主防災会

訓練の実施に関わら

ず交付限度額はこち

らになります。 

交付資機材リストのうち、38_段ボールベッド×５個、47_ポ

リタンク×３個、54_OA タップ×５個、55_サーキュレータ

ー×５個（総合計 99,720 円）を申請したい場合の記入例 



 

 

 

 

番号 品   名 単 価 数 量 金 額 備 考 

７ ヘルメット ３，０００円  円  

８ 軍手（１２双） ５００円  円  

９ ヘッドライト ４，８００円  円  

１０ トランシーバー １１，０００円  円  

１１ 誘導灯 １，８００円  円  

１２ 車いす ３２，０００円    

１３ 担架 ３０，８００円  円  

１４ レスキューシート ２８，６００円  円  

１５ 粉末消火器 ７，２００円  円  

１６ 消火器収納箱 ２，２００円  円  

１７ プラスチックバケツ １,０００円  円  

１８ バール ３，３００円  円  

１９ のこぎり １，９００円  円  

２０ ロープ ３，３００円  円  

２１ ジャッキ １０，４００円  円  

２２ ショベル ２，４００円  円  

２３ 脚立 ８，７００円  円  

２４ 救急セット ３０，７００円  円  

２５ 三角巾 ８００円  円  

２６ アルミシート ５００円  円  

２７ 台車 ２７，３００円  円  

２８ 工具セット ６，３００円  円  

２９ 防水シート ２，８００円  円  

３０ 土のう袋（２００枚） １３，２００円  円  

小     計   ０円  
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交付資機材リストのうち、38_段ボールベッド×５個、47_ポ

リタンク×３個、54_OA タップ×５個、55_サーキュレータ

ー×５個（総合計 99,720 円）を申請したい場合の記入例 



 

 

 

 

番号 品   名 単 価 数 量 金 額 備 考 

３１ 警戒ロープ ２，６００円  円  

３２ カラーコーン ５００円  円  

３３ コーンベース ９００円  円  

３４ コーンバー ６００円  円  

３５ 非接触型体温計 ５，５００円  円  

３６ 消毒液 ２，２００円  円  

３７ 足踏み式ゴミ箱 ３，３００円  円  

３８ 段ボールベッド １１，０００円 ５ ５５，０００円  

３９ 簡易ベッド １１，６００円  円  

４０ 段ボール間仕切り ８，８００円  円  

４１ エアーベッド ２，２００円  円  

４２ 災害用毛布（１０枚） ４，４０００円  円  

４３ アルファ化米わかめご飯（15 食） ６，０００円  円  

４４ アルファ化米梅粥（３０食） ９，２００円  円  

４５ 長期保存水５００ml（２４本） ３，９００円  円  

４６ 長期保存水２L（６本） ３，１００円  円  

４７ ポリタンク １,４００円 ３ ４，２００円  

４８ 携帯トイレ（３袋） ８００円  円  

４９ 携帯トイレ（１００袋） １４，７００円  円  

５０ マスク（５０枚入） ２，０００円  円  

５１ 養生テープ ４００円  円  

５２ ウエットティッシュ ９００円  円  

５３ カイロ（２４０枚） ２２,０００円  円  

５４ ＯＡタップ ４,０００円 ５ ２０，０００円  

小     計   ７９，２００円  
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交付資機材リストのうち、38_段ボールベッド×５個、47_ポ

リタンク×３個、54_OA タップ×５個、55_サーキュレータ

ー×５個（総合計 99,720 円）を申請したい場合の記入例 



 

 

 

１ 金額欄は、単価×数量で算定し、記入してください。 

２ 総合計の金額が交付限度額内になるようにメニューの中から選定してください。 

〔配布希望場所記入欄〕 

住   所 姫路市〇〇町〇丁目〇〇番 

施 設 名 〇〇〇公民館 

 

番号 品   名 単 価 数 量 金 額 備 考 

５５ サーキュレーター ４，０００円 ５ ２０，０００円  

５６ マルチポータブルチャージャー ６，６００円  円  

５７ 避難所運営ゲーム「ＨＵＧ」 ２４，０００円  円  

５８ ポケットティッシュ（１００個） ２，２００円  円  

５９ 救急絆創膏（１００個） ４，４００円  円  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

小     計   ２０，０００円  

総  合  計 ９９，２００円    

配布を希望され

る場所をご記入

ください。 
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総合計金額が、交付

限度額を超えないよ

うに、ご注意くださ

い。 

交付資機材リストのうち、38_段ボールベッド×５個、47_ポ

リタンク×３個、54_OA タップ×５個、55_サーキュレータ

ー×５個（総合計 99,720 円）を申請したい場合の記入例 



 

 

 

交付資機材訓練活用事例 

 

☆ 自主防災組織の重要な活動のひとつである自主防災訓練を企画する際には、「自主防災組織

の災害対応手引」、「姫路市板携帯・災害避難カード『命のパスポート』及び「姫路市避難所運

営のポイント」などの冊子等を参考に、市が交付する防災資機材もご活用いただき、地域の特

性に応じた訓練を実施しましょう。 

※ … 具体的な訓練方法は、市ホームページ「自主防災訓練を実施しましょう」「YouTube ひ

めじ動画チャンネル」をご参照ください。 

※ … 訓練企画については、市ホームページ「地区防災訓練モデル事業」や、本手引書Ｐ３・

Ｐ４「避難訓練をしよう」等を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 姫路市では、自主防災組織の活動に必要な資機材・備品などの貸出を行っています。利用さ

れる場合は、所管する消防署か危機管理室までご連絡ください。 
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「自主防災訓練を 

実施しましょう」 

「YouTube 

ひめじ動画ﾁｬﾝﾈﾙ」 

「地区防災訓練 

モデル事業」 

「自主防災組織 

への支援」 

危機管理室 姫路東消防署 姫路西消防署 飾磨消防署 網干消防署 中播消防署

1 ー 35 44 39 55 30

2 ー 8 14 10 29 5

3 ー 11
成人14

小児 8
11 23

成人10

小児 7

4 ー 15 11 11 11 11

5 7 7 3 2 10 1

6 14(7組) 8(4組) ー 4(2組) ー 2(1組)

7 櫛形タイプ 2 2 2 2 2 2

8 箱タイプ 2 1 1 1 1 1

9 1 1 1 1 1 1

10 2 1 1 1 1 1

11 2 2 2 2 2 2

12 2 2 2 2 2 2

13 非常用持出袋（展示用） 2 1 ー 1 1 1

テント型パーテーション

簡易トイレ（テント付）

水消火器

水消火器用標的

救急訓練用人形

AEDトレーナー

毛布

救急担架用竹材

資　機　材　名

段ボールベッド

貸出用防災訓練資機材一覧表

簡易ベッド

段ボールパーテーション


